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＜連絡事項＞

・日帰り旅行候補地アンケートのお知らせがきています。

旅行日程：子連れ：8/10（木）、大人：9/22（金）
候補地を各2パターン作成しています。日帰り旅行に参加される方は各自入力お願い致します。
期日：6/21（水）17：00
入力場所：ＷＩＺ→委員会→法人委員会→法人行事運営委員会→旅行日帰りアンケート
日帰り旅行希望者で名前の無い方は項目を増やし入力お願い致します。

・八戸精神科医会講演のお知らせがきています。
日時：７月１２日（水）　１９：００～
会場：八戸パークホテル　３Ｆ　ロイヤルホール
　出欠は不要のため、参加希望者は当日会場に行ってください。

＜患者様連絡事項＞

・鈴木　文代様～百石荘での受け入れ可能と連絡有。退院日について西舘PSWより連絡来るとの事。
・下村　慶子様～本人・家族より個室希望あり。現在空きがないこと伝え、空きが出来次第、個室利用を検討していく。

・丹波　清様～南Aユニットから東Dユニットへ転入となっている。

＜隔離・拘束患者様ケース検討＞

・木村　格治様～終日隔離中。午前･午後2時間の開放観察実施。対面時の声高さや指示的口調はない。引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入していく。
・畑中　成夫様～終日隔離中。午前･午後2時間の開放観察実施。開放中女性患者様への干渉行為やドア叩きなく経過。引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入していく。

＜要注目患者様＞
・澤口　利香様～ムズムズ感訴えありヒベルナ服用している。診察後より嗜好品に関して訴えてくること多いが、説明にて納得している。

・桑原　幸一郎様～バイタルサイン異常無し。痰絡みあるが、自己排痰できており、痰の処理も自力で行っている。

・百澤　豊子様～エプリッチは介助にて1/2～1/3摂取。拒否有り途中で摂取やめている。体温36.9～37.2℃で経過。他バイタルサイン異常無し。ケア時に大声出すことあるが、介入に対する抵抗は無い。
・赤坂　耕作様～食事は主食1/2、副食1/2～全量摂取。体動活発でカーテンに摑まろうとすることあり介入要している。介入に対する抵抗は無い。

・袴田　将志様～日中尿失禁することあり。介入に「水飲んでますよ」と淡々と答えることあり。飲水について説明・介入行っていく。

＜伊藤Dr診察情報＞

・掛端　キミ様～左下腿処置は皮膚科診察へ切り替えとなっている。臨時薬メマリー増量、他同内容で7日分処方。持参薬は当院処方へ切り替え、一部内容変更にて4日分処方となる。

・田嶋　博様～ジアゼパム同内容で4日分処方。持参薬今日の夕から7/29夕まで服用の
　　　　　　　指示となる。

・澤口　利香様～臨時薬リスペリドン、FK散中止、他同内容で7日分処方となる。

・藤井　孝蔵様～臨時薬ランソプラゾール追加、他同内容で7日分処方となる。また、アレンドロン酸金曜日起床時に服用の指示となる。

・山本　眞規子様～臨時薬同内容で7日分処方となる。

＜入院患者様情報1＞

日　　時：6月15日　10：10

　病棟病室：東病棟Cユニット4号室

　氏　　名：釜澤　亘様

　生年月日：昭和5年4月15日

　性　　別：男性

　病　　名：アルツハイマー型認知症
　入院形態：医療保護入院

　主治医　：伊藤Dr

　

　入院に至った経緯：

　認知症治療のため平成29年5月9日～6月13日当院1回目の入院。入院中、5/17腰背部痛、血尿、排膿、の症状があり、H29.5.26青い森腎クリニック受診。膀胱結石の診断にて手術適応の為、平成29年6月13日青森労災病院へ転院のため退院となった。

　今回、同院での治療終了し転院依頼があり、経過良好のため平成29年6月15日、認知症治療継続のため東病棟へ10：10医療保護入院となる。

＜入院患者様情報2＞
日　　時：6月15日　12：15

　病棟病室：東病棟Aユニット8号室  　　

      氏名：中山　真由美（なかやま　まゆみ）様

　生年月日：昭和33年5月7日（59歳）

　　　性別：女性

　　主病名：統合失調症

　入院形態：医療保護入院

　　主治医：安ヶ平Ｄｒ

　入院に至った経緯：

 　当院へ2回の入院歴がある。前回退院後（H27.9.24～H28.12.3）は定期的な外来通院していた。5月下旬頃より、認知症の母様に対し、怒ったり体当たりする・物を必要以上に捨てる事がある。薬も飲まず、家族の介入に易怒的となる。6月3日薬剤調整施行。状態変わらず、近隣住民への被害的言動があり家族対応困難であり、入院相談がある。H29.6.15（木）12：15東病棟Aユニットへ医療保護入院となる。

